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【資料２】
令和４年度のDX推進体制と

取組等について
デジタル化推進本部事務局
(総務部 情報戦略課)



１ 令和４年度のデジタル化推進本部の体制について
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デジタル化
推進チーム

デジタル化推進本部長・副本部長：両副市長

デジタル化
推進本部
事務局：
情報戦略課

【部会】
◆自治体システム標準化検討部会

デジタル化推進本部員
副部局長

(各部局のDX統括責任者)

各課長・副課長級の
管理職

DX政策検討チーム
(若手DX推進プロジェクト：推進員中心)
■DXを加速させ、他自治体に遅れることなく施策
化し、具体化していくためのチーム

■当チームは、各部局から提出された１０年後/
３年後の将来像や技術動向等のトレンドを踏ま
えて、部局横断的かつ先行的にチャレンジして
いくべき施策を検討する。

■当チームで検討した内容は、推進チームでも議
論・共有し、本部会議にて政策的な判断を行い
ながら、事業化をしていく。

■当チームのメンバーは情報戦略課と一体となっ
て、本市のDXについて検討をしていただく

デジタル化推進本部会議(令和4年度版)

推進員がDXの検討に専念できるよう
積極的にサポートすること

（DXに前向きな姿勢、業務配分、
情報共有等）

デジタル化推進員：主査級以上
(各部の実働メンバー)

※令和４年度からは、推進員は
各課１名以上とする。

(１)令和４年度の体制

DX創造ブリッジ(デジタル化推進本部員×有識者意見交換会)

＜進め方等＞
○テーマに沿った有識者等から講演いたただく(30分程度)
○テーマ・講演内容を踏まえて自由な意見交換(30分程度)
〇意見交換を通じて、様々な視点からのインプットを増やす機会とする

＜参加者＞
○外部有識者(テーマに応じて) ○本部員(任意)※毎回参加者を確認
○課長・推進員はオンラインにて傍聴可 ○デジタル化推進チーム(任意)
○事務局



１ 令和４年度のデジタル化推進本部の体制について

(２)意識していただきたい視点について
デジタル化推進本部長・副本部長：両副市長

デジタル化推進員：主査級以上 各部の実働メンバー
※各課に配置する推進員の人数は部局内・課内での判断にお任せいたします。少なくとも各課1名は配置。
■部局の10年後の将来像/3年後の将来像を踏まえ、各課におけるDXの推進に向けたアイディアの提案。
■研修や各種セミナー、関係府省庁・民間企業等の動向の把握をしていただきたい。
■特に、関係府省庁の動向(補助金や実証事業等について)については把握をしていただきたい。

デジタル化推進本部員：副部局長 各部局のDX統括責任者
■各部局におけるDXのリーダーである。令和3年9月30日に実施したデジタル化推進員研修で提示した
「DX成功に向けた心得(参考資料６)」を改めて意識していただきたい。

■国の動向、デジタル技術の動向等を踏まえ、１０年後の将来像/3年後の将来像を常に更新していく意識
をもっていただき、各年度において実施すべき事項を明確にしていただきたい。

■また、市全体のDX推進に向けて、担当部局以外にも目を向け、全庁を俯瞰して幅広い発想や提言をい
ただきたい。

各課長・副課長級の管理職
■令和3年9月30日に実施したデジタル化推進員研修で提示した「DX成功に向けた心得」を改めて意識し
ていただきたい。
■国の動向、デジタル技術の動向等を踏まえ、DXに関する取組に否定的になることなく、推進員のアイ
ディアや日頃の疑問を前向きに捉え、業務経験から、検討内容を洗練・昇華いただきたい。
■部局の10年後の将来像/3年後の将来像を念頭に、各課で実施すべきDXの方向性やマイルストーン（い
つまでに何をやるか）を明示し、それらを意識しながら、各種取組を着実に実施していただきたい。
■DXの検討は本来業務であり、課員の業務が平準化されるように、業務分担を示していただきたい。
■特に、関係府省庁の動向(補助金や実証事業等について)を把握し、活用可能性等を意識していただくよ
う、アンテナを高くしていただきたい。

積極的なサポート
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１ 令和４年度のデジタル化推進本部の体制について

(３)デジタル化推進チームについて
①体制
【企画政策部】
・企画課：後期実践計画等との関連性や地方創生交付金等の活用について
・財政課：当初予算や補正予算における予算化について
・未来都市推進課：つながる社会実証推進協議会をはじめとする民間企業等との連携について
【総務部】
・行政改革推進課：地域経営戦略プランとの連携について
・情報システム課：導入を検討している技術、庁内インフラ環境等について
・人事課：デジタル化を踏まえた働き方や人材育成等について
・法務課：DX推進における個人情報保護など条例などとの連携等について
・情報戦略課：全体統括・DX関連の国庫補助対応等について
【外部人材】
・内閣府デジタル専門人材：各部局の課題に資する技術等の提案について

②役割等について(詳細は資料４を素案として推進チームで検討中)

自ら実践 ○推進チーム各課がペーパーレス、業務改善、電子申請、オープンデータなどのDX
につながる取り組みを積極的に実施していく。

課題解消 ○将来像の実現をはじめ、DXの推進において庁内横断的に課題・ハードルとなって
いる事項の解決につながる方針・施策などを検討・提示していく。

提案 ○将来像、日々の相談事項などを着実に実現につなげていくためには、推進チーム側
からもしっかりと提案・アイディア出しをしていく。



２ 今後の取組等について (１)全体イメージ
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〇引き続き、デジタル強靭化戦略(改)に基づき、DX推進のための取組を間断なく実施していく。
〇具体的には、令和３・４年度の取組方針と将来像の実現に向けて全庁一丸となって取り組んでいく。
〇また、デジタル化推進チームとして昨年度の振り返り(反省)を踏まえ、各部室局がDXを推進していくために
必要な整理を進めていく。

デジタル強靱化戦略

3年後
将来像
ステップ2

将来像
ステップ1

次期デジタル強靱化戦略

改善
変革

●ステップ1・ステップ2を契機・ベースに将来に
向けて改善だけでなく、常に市民目線での新た
な価値創造に向かって「変革」していく

令和4
年度
取組

改善
変革

＜デジタル強靭化戦略(改)＞
〇豊田市のDXの目的・戦略の役割
〇10年後に実現・実感したい変化
(ゴールイメージ)
⇒8総の将来都市像の実現
〇豊田市のDXの定義
〇職員のDX行動指針

●１０年後の将来像 ●３年後の将来像
●ロードマップ

各部室局が描く将来像

◆全庁が共通認識・共有するゴール

◆部局内で共通認識・共有するゴール

◎必要なエッセンスを
自部室局に反映 関係府省庁の方針

関係府省庁の予算

国・技術動向を踏まえ
双方を常に見直し、最
新の状態に

令和5
年度
取組

令和3年度 令和6年度 令和13年度

令和3・4年度取組方針 令和5・6年度取組方針
(今後整理予定)

令和6
年度
取組
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２ 今後の取組等について (２)令和３・４年度の取組方針(再掲)

○取組方針１：各種手続の電子申請化

○取組方針２：支払手続のキャッシュレス化

○取組方針３：オープンデータの推進及びデータ活用

《令和５年度以降（強靭化戦略におけるフェーズ2・3 ）を見据えて進める研究・取組》

○内部事務の一貫したDX（デジタルトランスフォーメーション）
文書管理、契約手続、会計手続、データ管理、データ連携 等
⇒各プロセスの連携

○デジタル強靱化戦略において「ミライのフツーをつくろう」に位置付けた各種事業の推進

令和３～４年度におけるデジタル施策の全庁取組方針
内部事務の一貫したDX・各プロセス連携の強化を図るため、令和３～４年度（デジタル強靭

化戦略におけるフェーズ１）は、市役所の基礎的なデジタル施策の推進・実現を強化し、DXの
入り口となる『インプットのデジタル化』を推進する。
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２ 今後の取組等について (３)将来像の推進・実現について

各部局 事務局

3年後
将来像

１０年後
将来像

デジタル強靱化戦略

国・技術動向を踏まえ
双方を常に見直し、常
にアップデート
(部室局内での議論を止
めない)

○3年後の将来像、１０年後の将来像の
実現に向けた、具体的な取組をロード
マップをベースに推進

○各部局の取組から、部局横断的に実施すべき
取組をプロジェクト化

PJ１ PJ２ PJ３ ・・・

・情報戦略課は、当初の議論誘導を担いながら、
検討の方向性を整理していく。

・方向性がまとまった後は、主体部局で検討・施
策化を進めていく。

・その際、情報戦略課は後方支援(国の制度活用、
民間企業とのつなぎ、議論サポート等)。

・・・

国庫補助の活用
(デジタル田園都市国家推進交付金)
(各種スマートシティ実証・交付金)
(各種特区制度) 等
民間企業との連携

国へ制度改正要望
県への働きかけ等

デジタル強靱化戦略に位置付けた
１０年後のゴールの実現・実感

○○条例の改定○○制度の改定

業務フローの改善 ○○システム導入〇〇サービスの展開

ロードマップ


